
地
域
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が
り
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地
域
の
つ
な
が
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に
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～
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この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

　

生
活
支
援
相
談
室
で
は
、
被
災
者
支

援
事
業
の
一
環
で
あ
る
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し
て
、
復
興
公
営
住
宅

隣
接
地
区
に
お
住
ま
い
の
地
域
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
お
茶
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
南
町
復
興
公
営
住
宅
隣
接

地
区
を
対
象
と
し
て
、
南
町
３
丁
目
４
丁

目
、
国
見
町
２
丁
目
、
本
陣
前
１
丁
目
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
行
政
区
長
さ
ん
お
よ
び
民

生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
多
く
の
方
が
参
加
し
、
地
域
の
こ

と
や
復
興
公
営
住
宅
に
対
す
る
思
い
な

ど
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
最
初
は

皆
さ
ん
静
か
だ
っ
た
の
で
心
配
で
し
た

が
、
会
が
進
ん
で
い
く
と
表
情
が
変
わ

り
、
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

で
は
皆
さ
ん
生
き
生
き
し
て
い
て
、
盛

り
上
が
り
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
被
災
さ
れ
た
方
の
状
況
な
ど
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
お
茶
会

の
機
会
は
、
度
々
あ

る
と
良
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た

ご
協
力
い
た
だ
い
た

民
生
委
員
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

民
生
委
員
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

▲ 生活支援相談室の活動についてのお話

▲ みんなでスカットボールを楽しみました

▲ アンケート調査にもご協力いただきました

令和４年10月15日発行
編集・発行
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◎令和４年度ふくしのスローガン◎令和４年度ふくしのスローガン
　「助けあい 皆がみんなを 支えてる」　「助けあい 皆がみんなを 支えてる」



令和４年３月１６日福島県沖地震令和４年３月１６日福島県沖地震
その後、いかがお過ごしですか？その後、いかがお過ごしですか？

～南相馬市ボランティアセンターだより～～南相馬市ボランティアセンターだより～
　令和４年３月１６日に発生した「福島県沖地震災害」により被災された皆さまには、心よりお見舞
い申し上げます。
　南相馬市社会福祉協議会ではさまざまな機関・団体と連携して、「災害ボランティアセンター」（４
月２５日～「被災者生活支援ボランティアセンター」）を設置し、多くのボランティアの方のご支援
のもと、被災者の生活支援のための活動に取り組んできました。
　現在は、従来の「南相馬市ボランティアセンター」として運営体制を変えて、広く市民の生活ニー
ズに対応できるよう、ボランティアの力をお借りして活動を展開しています。
　つきましては、この度の地震災害に係る生活再建などのニーズの相談も、引き続き受け付けして
いますので、お困りごとがありましたらご連絡ください。
＜注意：�依頼できるものは、ボランティア活動で出来る範囲でのお手伝いとなりますので、個別に

要相談となります。＞

●令和４年３月福島県沖地震被害による生活再建の支援
　・屋根のブルーシート張り
　　※専門技術を持った団体の協力により、個別の対応となります。
　・居住している家屋の中の片付け（例：家具等の移動、災害ゴミの分別　等）
　　※家族・親族・地域の支援や専門業者への協力・依頼等を確認させていただきます。
　　　地震被害でないものや居住していない家屋等の対応はできません。

●災害に関わらず、生活のお困りごとなどがありましたらご相談ください。
　・名　称　　南相馬市社会福祉協議会「南相馬市ボランティアセンター」
　・場　所　　原町区福祉会館（原町区小川町322-1）
　・問い合わせ先　　原町区（地域福祉課）　☎（０２４４) ２４－３４１５
　　　　　　　　　　鹿島区（地域福祉課）　☎（０２４４) ４６－５３５４
　　　　　　　　　　小高区（地域福祉課）　☎（０２４４) ４４－５９７０
　　　　　　　【受付時間】　平日　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　　　　　　　　メール：vc@m-somashakyo.or.jp

★市民の困りごとなどのお手伝いをしていただけるボランティアを募集しています！
多くの方のご連絡をお待ちしております。

～
福
祉
の
仕
事
相
談
会
～

～
福
祉
の
仕
事
相
談
会
～

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
求
人
登
録
や
資
格
取
得
な
ど

の
相
談
の
た
め
の「
福
祉
の
仕
事

相
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
日
　
程（
奇
数
月
第
３
木
曜
日
）

　

令
和
４
年
11
月
17
日（
木
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
◦
時
　
間

　

午
前
10
時
30
分
～午

後
２
時
30
分

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
程
度

　

予
約
不
要
・
料
金
無
料

◦
会
　
場　

原
町
区
福
祉
会
館

　
◦
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

人
材
研
修
課

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
０
２
４
）５
２
１

－

５
６
６
２
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 フードパントリーの開催について  フードパントリーの開催について 
〈 赤い羽根共同募金配分金事業 〉〈 赤い羽根共同募金配分金事業 〉

生活にお困りの世帯が安定した生活を送ることができるよう、食料品等を無償で配布し、応援します。

【対象世帯】
　①１８歳までの子どもがいるひとり親世帯
　②４人以上の子どもがいる多子世帯（成人のみの世帯は対象外です）
　③�家族の身体・精神の障害や疾病等が理由で、子ども（高校生以下）が中心となり生活上の介護・看護など
の、世話をしている世帯。

　④失業などで一時的に生活がひっ迫している世帯
　　※申込の際、氏名・住所・連絡先・家族構成・生活状況などを伺います。
　　※�上記の対象世帯に当てはまらない場合でも、まずはお問い合わせください。ハートフルサポート（生

活困窮者自立支援事業）でご相談に応じることができます。

♦締 切 日♦　令和４年１０月３１日（月）　締切厳守
　　　　　　　※提供できる食料品等によって、締切日前に受付を終了させていただくことがあります。

♦配 布 日♦　令和４年１１月２６日（土）　正午～午後３時

♦配 布 物♦　１世帯／�お米５ｋｇなど

♦配布場所♦　原町区福祉会館（原町区小川町３２２－１）

●お願い●
・当日は簡単なアンケートにご協力ください。
・利用したことがある方も、毎回必ず申込みが必要になります。
・受取時間の厳守をお願いいたします。
・連絡なく、または特別な理由なくキャンセルされた場合、次回以降の申込をお断りさせていただきます。

♦問い合わせ・申込先♦　　　地域福祉課（原町区）　☎（０２４４）２４－３４１５

～ ご寄付・ボランティアの募集 ～
　◇お米の寄付 （購入・収穫後、１年以内）　◇お米の精米作業・袋詰作業 など皆さまのご協力をよろしくお願いします。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

８
月
分
実
績

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　

15
件
（
総
数　

１
８
１
点
）

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　

24
件
（
総
数　

３
９
６
点
）

　

活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◦ 

認
知
症
・
高
齢
者
…
自
分
に
は

程
遠
い
問
題
と
思
っ
て
居
ま
し

た
が
振
り
返
る
と
自
分
も
も
う

そ
の
仲
間
自
分
も
段
々
と
車
の

な
い
生
活
を
考
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
？
今
か
ら
少
し
ず
つ

で
も
そ
の
生
活
に
慣
れ
る
様
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
70
代
）

◦ 

オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト
、
読
ま
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
取
り
組

み
が
必
要
と
し
て
い
る
誰
か
の

元
へ
と
ど
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　（
50
代
）

◦ 「
助
け
あ
い
皆
が
み
ん
な
を
支
え

て
る
」小
さ
な
こ
と
で
も
お
互
い

が
で
き
る
こ
と
で
助
け
あ
い
、

支
え
あ
え
た
な
ら
大
き
な
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。　
　（
60
代
）

（
原
文
の
ま
ま
引
用
）

　

８
月
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

へ
、
40
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

８
月
号
へ
の

読
者
の
声

総
数　
25
点
（
９
月
分
）

　

レ
ト
ル
ト
食
品
や
乾
麺
な

ど
を
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
績

フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
績

<申込専用ＱＲコード>

▲  ファミリーマート原町駅前店に
回収BOXが設置されています。

（10月15日号）
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　８月２３日に、難病ボランティア養成講座を開
催し、１２人が参加しました。
　福島県相双保健福祉事務所�主任保健技師�菅野�
寛子�氏を講師にお招きし、難病の種類や見た目で
は病気と気付かれにくい症状があることなどを講
話いただきました。
　その後、実際にボランティアの支援を受けてい
るパーキンソン病患者の方から、ボランティアか
らの支援（病院の付き添いや話し相手）への感謝や
ボランティアの存在の重要性をお話しいただいた
インタビュー映像を見ました。
　また、実際に活動をしている「難病ボランティ
ア�なみの会」会員の林　仁子さんから、ボランティ
ア活動への想い、患者さんやその家族の方とのエ
ピソードをお話し
いただきました。
＜�講座終了後のボ
ランティア登録
人数　４人＞

　９月７日に、権利擁護入門講座を開催しました。
　福島県社会福祉協議会　地域福祉課長　渡辺誠
一�氏を講師にお招きし、「成年後見制度」「日常生
活自立支援事業（あんしんサポート）」について学
びました。
　メモを取りながら、真剣に講話を聞く受講生が
多く見られました。
　「日常生活自立支援事業」についても、制度や内
容について理解を深める講座となりました。
＜�講座終了後のボランティア登録人数　３人＞

　８月３０日に、傾聴ボランティア養成講座を開
催し、９人が参加しました。
　会津大学短期大学部�木村�淳也�氏を講師にお招
きし、傾聴の技術や相手の話に耳と心を傾ける大
切さを講話いただきました。
　参加者は、傾聴によりもたらされる相手との信
頼関係の築きや、コミュニケーションを通して、
自分自身も成長できる事を学びました。
　また、実際に傾聴活動をしている「傾聴ボラン
ティア�いちご会」の会員から、活動時の心構えや
やりがい、活動のエピソードなどを交えながら伝
えていただきました。

　７月２日から始まった全８回の手話入門講座
は、８月２７日をもちまして無事に修了となりま
した。
　南相馬手話サークル「耳通口（みみずく）」の皆さ
んが講師となり、やさしく、たのしく手話を学び
ました。最終日は手話で自己紹介♪基本的な知識
や技術のほか、「南相馬市民の歌」を手話で表現す
ることにチャレンジしました。
　聴覚障害者の方や手話を学ぶ仲間との交流は、
知識・技術向上に繋がります。今回受講できなかっ
た方もまずはサークル活動の見学から始めてみま
せんか？
　今後も手話を学びたいという市民の方が増える
といいなぁ～
＜�講座終了後のボランティア登録人数　７人＞

住み慣れた地域で、住み慣れた地域で、
安心して暮らせるように安心して暮らせるように
～難病ボランティア養成講座～～難病ボランティア養成講座～

くらしの安心をおてつだいくらしの安心をおてつだい
～権利擁護入門講座～～権利擁護入門講座～

心につながる聴き方を学ぶ心につながる聴き方を学ぶ
～傾聴ボランティア養成講座～～傾聴ボランティア養成講座～

手話を通したコミュニケーション手話を通したコミュニケーション
～手話入門講座～～手話入門講座～

みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座

各種講座を随時開催しています。皆さんのご参加をお待ちしています。

▲ 傾聴の技法を学びました

▲ 安心して生活するための支援について学び中 ▲ 「ありがとう」の手話を実践中！

▲ 実際の活動について聞きました

（10月15日号）
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こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

◆
日
　
時

　

令
和
４
年
11
月
14
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～午後

３
時
30
分

◆
会
　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館�

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）

　

23

－

４
５
１
９��

荒あ
ら

ま
で�

認
知
症
相
談
会

認
知
症
相
談
会

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
10
月
26
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分　

開
場

⃝

会
　
場　

　
�

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

１
階
ス
ク
エ
ア

⃝
内
　
容

　

�【
音
楽
療
法
】※
お
手
玉
持
参

　

�

各
自
飲
み
物
持
参
・
マ
ス
ク
着
用

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課
地
域
福
祉
係

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－
８
８
８
１

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
10
月
26
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※�

令
和
４
年
11
月
23
日
㈬
は
祝
日
の

た
め
お
休
み
に
な
り
ま
す

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
10
月
19
日
㈬

　

令
和
４
年
11
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

※�

サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

ま
た
、
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

　認知症を発症すると、症状が進むにつれて自分の身の回
りのことが段々できなくなっていきます。そうなると介護
をしている家族の負担も大きくなり、認知症の人に対して
イライラが募ったり、冷たい態度を取ったりしてしまうこ
とがあります。
　認知症は環境が整うことで穏やかに過ごすことができま
す。そこで、“先回りのケア”というのはいかがでしょうか。
家族が身の回りのことを先回りして準備したり、声をかけ
たりすることで失敗も少なくなり、できることも増えてい
きます。「昔はやれていたのに……」と寂しくなると思いま
すが、少しの先回りによってまだまだできることはきっと
あるはずです。
　今も昔も、認知症があってもなくても、その人はかけが
えのない家族であるということを忘れないでください。

（執筆者：南相馬市立総合病院
認知症看護認定看護師　渡部　貴美枝）

認知症の人への対応

認知症認知症 ここら むら む 南町復興公営住宅　茶話会南町復興公営住宅　茶話会

～参加された方からのコメント～

　９月６日に避難元社会福祉協議会と
協働で、感染症対策を十分に取りなが
ら茶話会を開催しました！富岡町社協
が主担当となり、「お題でビンゴゲー
ム」などを楽しみました。難しいお題
ではなかなか名前が思い出せず、参加
者さん同士「あれ何だっけ？」など声掛
けしながら、和気あいあいと盛り上が
り交流が深まりました♪

久し振りの茶話会で、皆と久し振りの茶話会で、皆と
会うことが出来てとても楽会うことが出来てとても楽
しかったです。ビンゴゲーしかったです。ビンゴゲー
ムの用紙を持ち帰り、今でムの用紙を持ち帰り、今で
も眺めて楽しんでいます。も眺めて楽しんでいます。
次回開催が楽しみです♪次回開催が楽しみです♪

▲  塗り絵を楽しみました♪皆さん
とても綺麗に染め上げ、お部屋
に飾っておきたい作品になりま
した（＾＾）

▲  南相馬市立総合病院リハビリテー
ション技術科の出前講座を利用し、
皆さんと楽しくもの忘れ予防体操
を行いました！

おだかサロンおだかサロン社協ゆいゆい広場社協ゆいゆい広場

（10月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
４
年
８
月
16
日
～
令
和
４
年
９
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
星　
　
　

完　

二　

様（
川　

房
）

故�

星�　

��

キ
ヨ
子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
渡　

部　

浩　

美　

様（
東　

町
）

故�

渡�

部��

幸�

史��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
渡　

部　

和　

寿　

様（
耳　

谷
）

故�

渡�

部��

ヤ
イ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
小
野
田　

一　

美　

様（
西　

町
）

故�

小
野
田��

良�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
西　
　
　
　
　

稔　

様（
小
島
田
）

故�

西�　

��

タ
キ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
荒　

明　
　
　

健　

様（
本　

町
）

故�

荒�

明��

ユ
キ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
風　

越　

清　

孝　

様（
深　

野
）

故�

風�

越��

ト
ミ
ヨ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
志　

賀　

ト　

シ　

様（
東　

町
）

故�

志�

賀��

安�

行��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
新　

川　

光　

良　

様（
萱　

浜
）

故�

新�

川��

里�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
小
野
田　

大　

聖　

様（
北　

原
）

故�

小
野
田��

聖�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
齋　

藤　

正　

幸　

様（
本
陣
前
）

故�

齋�

藤��　

�

正��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
半　

杭　

勝　

子　

様（
江　

井
）

故�

半�

杭��

ア
サ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
匿　
　
　

名　

様

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】　　
　
　

・
伊
藤
冷
機
工
業
株
式
会
社　

様

歩
み
の
募
金
箱
よ
り
社
会
福
祉
の

た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

南
相
馬
市
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】　　
　
　
　

・
つ
ば
め
ザ
・
ビ
ー
ム　

様

菓
子
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
桑　

折　

美　

枝　

様（
桜
井
町
）

肌
着
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
小
高
マ
ル
シ
ェ　

様（
４　

件
）

野
菜
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
遠　

藤　

よ
う
子　

様（
馬　

場
）

紙
パ
ン
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
と
ま
と
サ
ロ
ン
一
同　

様

雑
巾
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
鈴　

木　

節　

子　

様（
栄　

町
）

洗
剤
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

みんなで楽しく！ひらめき力を鍛えよう！みんなで楽しく！ひらめき力を鍛えよう！
プレゼントクイズ～脳トレチャレンジ！～

正解者から抽選で３名にプレゼントが当たる！　赤い羽根QUOカード５００円分

【応募方法】【応募方法】
　 ①クイズの答え②お名前③住所④電話番号⑤年齢⑥本誌（本会）へのご意見ご感想をご記入の上、はがき、ま　 ①クイズの答え②お名前③住所④電話番号⑤年齢⑥本誌（本会）へのご意見ご感想をご記入の上、はがき、ま

たはグーグルフォームからご応募ください。（たはグーグルフォームからご応募ください。（ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。いたご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。いた
だいたご意見等は本誌において掲載させていただく場合がございますだいたご意見等は本誌において掲載させていただく場合がございます））

【応募締切】【応募締切】　令和４年10月３1日（月）※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。　令和４年10月３1日（月）※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

【宛　　先】【宛　　先】　〒975-0011　南相馬市原町区小川町322-1　〒975-0011　南相馬市原町区小川町322-1
　　　　　　南相馬市社会福祉協議会　「　　　　　　南相馬市社会福祉協議会　「オオレンジハート　プレゼントクイズ係レンジハート　プレゼントクイズ係」」

●間違い探し： 2つの写真の中から3つの間違いを見つけ、違っている場所を答えてください！（背景は間違いに入りません）

８月号の答え【４６】※図形の尖がりの数

・
チ
ー
ム
佐 

藤　

様

衣
類
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
髙　

野　

貞　

子　

様（
寺　

内
）

オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
櫻　

田　

や
よ
い　

様（
原
町
区
西
町
）

お
菓
子
・
え
ん
ぴ
つ
セ
ッ
ト
を
社

会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

玄
米
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

電
動
ベ
ッ
ド
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

グーグルフォーム
ＱＲコード

▲ 伊藤冷機工業㈱様より寄付
（写真提供：南相馬市）
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ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　0２４－5３6－４３４３


